
─本シリーズのVol.1の対談では、肝
細胞がんの治療が多様化するとともに患
者さんのニーズも多様化してきているこ
とを伺いました。治療を始めるとき、患者
さんたちはどのような思いを持って臨ん
でいるのでしょうか。
長谷川　肝細胞がんは比較的早期で見つ
かり、手術してから5年、10年と予後が長く
なることの多いがんです。一方、手術しても
再発することが多いのも特徴の１つです。
私の専門領域は外科ですので、治療は手
術が中心となります。手術を目的に受診さ
れる患者さんは早期のケースが多いことも
あり、「治したい」という意欲に満ちている
人が大半です。
古瀬　基本的にはほかのがんも同じだと思
いますが、特に肝細胞がんは経過が長いが

ゆえに治療してきた歳月や進行度によって
患者さんの治療に対する心情は異なるよう
です。私は薬物治療を専門としており、当
科を受診される患者さんは、ほかの消化器
がん（膵がん、胃がん、大腸がんなど）とは
違い、薬物治療を行う以前に肝切除術や
肝動脈化学塞栓療法など何らかの治療を
行っている患者さんがほとんどです。薬物
療法を受ける肝細胞がんの患者さんは、す
でに再発、あるいは増悪を経験されていて、
治療が難しい状態ということをある程度感
じられているように思います。そのため、が
んは完治しないことを理解し、病気とうまく
付き合っていくことを考えている患者さんも
少なくないように思います。
長谷川　近年、さまざまな薬剤が使えるよ
うになったことで、手術前に薬物治療を行
うことも稀にありますが、進行して薬物治療
を始める患者さんの多くが完治を目標とし
ていないというご意見には同感です。私も
少なからず、そのように考える患者さんの
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臨床医からみた
薬物治療に向き合う患者の心

シリーズの2回目は、薬物治療が多様化する中、患者さんやご家族は
どのような思いを抱えて治療を受け、何を目標にしているのかを
患者調査の結果も参考にしながら、専門家とともに探っていきます。
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で、多くの人が治療目標として選んだのは
「身の回りのこと（着替え・トイレ等）で
家族に迷惑をかけない」（89％）、「活力
があって元気でいる」（82％）、「趣味を
続ける」（81％）、「パートナー（家族・友
人・ペットなど）と一緒に過ごす」（80％）
といった項目でした。先生がたはこの調
査結果をどう評価されますか。
古瀬　どのような状況に置かれても患者さ
んの「長生きしたい」という気持ちは変わら
ないと思いますが、肝細胞がんの薬物治療
では「治す」あるいは「より長く生きる」こと
に治療目標を設定する人が少ないという結
果には、当科を受診される患者さんの傾向
とも一致しており納得しました。また、完治
しないことを前提に病状を上手にコントロー
ルして生活の質を大事にしたいとの思いが
強いことにも同感です。若くして罹患した人
は「何とか治したい」という気持ちになるの
でしょうが、肝細胞がんでは近年、患者さん
の高齢化が進んでおり、こうした背景も回
答に影響しているのかもしれません。
長谷川　そうですね。外科に初診で受診さ
れる患者さんに同じ質問をした場合、違っ
た結果になるでしょう。＂生活の質にも配慮
して治療を考える＂ことは近年、がん医療
全体にみられる動向であり、社会的ニーズ
でもあります。薬物治療でいえば「生活スタ
イルに合わせて投与経路を考慮し薬剤を選
ぶ」といったことがそれにあたると思います。
古瀬　この調査結果から患者さんが「家族
に迷惑をかけたくない」ことや、「家族と一
緒に過ごしたい」ことを重視しているのもよ
くわかります。薬物治療を受けるうえで、患
者さんが大切にしたい事柄にもあらためて
気づかされました。
長谷川　私も大いに参考になりました。一
方で、患者さんが置かれている状況が変わ
ると治療に求めるものも変化することを考
えると、治療の最中であっても随時、患者さ
んと治療目標について話し合うことが重要
だと思います。

事例を経験しています。当たり前のことです
が、患者さんが置かれている状況によって
治療に対するニーズや希望は変わります。
このことをまず医療者は認識しておきたい
ですね。

─がん情報サイト「オンコロ」編集部と
バイエル薬品は2019年11～12月に肝
細胞がんの患者さんとご家族を対象とし
たアンケート調査を実施しました。この調
査では薬物治療を行う際の治療目標につ
いてもお聞きしており、現在の状態にかか
わらず、経口薬による薬物治療を受けるこ
とになったと仮定したうえで、9つの治療
目標を設定し、それぞれの項目に対して、
あてはまる度合いの強さを1つ選んでも
らいました。その結果、「完治する」とい
う治療目標に対して「非常によくあてはま
る」「多少あてはまる」を選択した人の合
計は全体の67％いたものの、この割合は
比較的少なく、順位としては最下位でし
た。また、「より長く生きる」という治療目
標にあてはまると答えた人も69％と二番
目に回答が少ない結果となりました。一方
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患者が重視する治療目標とは



	

─患者さんと医療者が治療目標を共有
することにどのような意義がありますか。
古瀬　患者さんと治療目標を共有すること
は治療法や薬剤の選択に深くかかわってく
るため、とても重要なことです。若い患者さ
んで「完治」を目標にしている場合は、手
術前に薬物治療を実施し少しでも腫瘍を小
さくしてから肝切除術を行い、治癒を目指
すといった治療戦略が考えられます。一方、
がんが進行している場合は、治すことよりも
がんとうまく共存していくことを目標に、生
活の質が維持できる治療を行うことになる
でしょう。どのような治療の場合も、患者さ
んやご家族と治療目標を共有し明確にした
うえで、その目標に向かってどんな治療を
行っていくのかということを、医師からよく説
明し理解してもらうことが大切です。
長谷川　同時に患者さんやご家族には治
療の限界も知っていただく必要があると思
います。というのもそのことを知らなければ、
的外れの治療目標を設定してしまうことがあ

るからです。それは手術の場合も同じで、私
は手術で得られる効果だけでなく限界につ
いても具体的なデータに基づいて説明して
います。このプロセスを踏むことは薬物治療
においても重要なことではないでしょうか。
古瀬　ええ。肝細胞がんでは多くの場合、
薬物治療が必要な段階になると完治をめざ
すことに限界が出てきます。そのことを最初
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患者と医療者で治療目標を
共有する意義とメリット

あなたが大切にしている
治療目標とは

肝細胞がんと診断されている患者、その家族を対象に、現在の状態にかかわら
ず、経口薬による薬物治療を受けることになったと仮定したうえで、大切にする
治療目標について聞きました（2019年11 ～ 12月に調査を実施）。
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がん情報サイト「オンコロ」・バイエル薬品
インターネット調査 肝細胞がんの患者さん100人に聞きました！



に患者さんにお話しするのは厳しい内容に
なるため、医療者にとっても心理的に難し
いことです。しかし、この段階になっても上
手にコントロールすれば肝細胞がんと付き
合っていくことは可能です。希望がなくなっ
たわけではありません。たとえば高血圧症
や糖尿病は薬で治せるわけではなく、上手
にコントロールすることが目標になります。
当科では、切除ができない状況での薬物治
療は、このような生活習慣病の治療と同じ
だと思っていただけるよう説明しています。
そして、そのことが正確に伝わるように自分
たちで説明文書を作成し活用しています。
─それはよい取り組みですね。説明文
書の内容について教えていただけますか。
古瀬　当科の薬物治療一般の説明文書で
は、①切除ができない状況での薬物治療、
②切除ができた後の薬物治療（術後補助化
学療法）、③切除前の補助療法（術前化学
療法）、④放射線治療との併用（化学放射線
療法）の４つの方法を示し、該当するものがひ
と目でわかるようにしています。このうち、肝
細胞がんの治療は①に該当します。説明文
書では薬物治療の目的も記載し、①では「が
んを完全になくすのは難しい」ことを明記しつ
つ、「病巣を縮小させたり、進行を一時的に
抑えたりする効果があり、それによって症状を
軽くすることや、より長く通常の生活をするこ
とが期待できる」ことを伝えています。

長谷川　「治してあげたい」という思いが強
い若手のドクターは特に治療の限界を告げ
ることに抵抗があり、うまく伝えられないこと
も多いように思います。このような説明文書
があると患者さんやご家族が理解しやすい
だけでなく、誰が担当しても同じ内容を説明
することが可能ですし、医師、看護師、薬剤
師など患者さんを支えるチーム医療のメン
バー同士も目標を共有でき、それに向かって
有機的に連携することができますね。
　一方で、最初から明確に意思表示できる
患者さんは少ないように感じます。医師との
やりとりを重ねていくうちに、患者さんは病
状を含めて自分が置かれた状況を理解し、
治療に対するさまざまなニーズが見えてくる
ようです。したがって患者さん・ご家族・医
療者の３者でよく話し合い、治療目標を見出
していくことが欠かせません。そして、それ
が治療意欲や満足度も確実に高めていくと
思うのです。
─ありがとうございます。薬物治療が多
様化する中、よりよい治療を選択するため
には、患者さん自身も治療を受けるうえで
自分は何を大切にしたいのか、何を目標に
するのかということをよく考え、医療者と
ともに話し合って決めていくことが必要な
のですね。Vol.3では「治療選択の考え方」
をテーマに、引き続きディスカッションを
重ねていきます。
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「がん治療の道しるべ」シリーズでは、患者視点をはじめ医療経
済、医療政策まで幅広い話題を取り上げ、がん患者さんとご家
族、医療従事者の皆様をサポートします。
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